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１．はじめに
保育現場において保育者による音楽を用い
た活動は日常的に行われている。保育現場で
一般的によく用いられているピアノについて
は，保育者養成校の入学者のピアノ初心者が
増えつつあり（松本, 2001），入学後にピアノ
学習を開始する学生が多くみられるように
なった（藤原，2018）。そのため保育現場で
もCDを利用するケースが増加している。そ
の一方で，子どもたちの様子を見ながらその
場の状況に合わせてテンポや強弱など音楽の
抑揚をつけることが可能な生演奏が求められ
続けているのも現状である。保育現場でのピ
アノの使用率は高い。先行研究によると85ヶ
所の幼稚園での調査で79ヶ所（93％）がピア
ノを使用しているデータがある（羽根田, 
2004）。その理由として，ピアノは一人でメ
ロディーと伴奏を奏でることが可能であり，
保育現場での応用幅が広いことや和音伴奏付
けや編曲などを行う際にも便利であるためと
されている（出口, 2013）
次に，保育現場で実際に求められている音
楽能力を先行研究の調査結果を基に挙げる。
「採用試験時にピアノ実技試験において重視
する要素の割合分析」の研究によれば，幼稚
園では一番に「ピアノの基礎技術」，次に「即
興力」が求められており，保育所では「音楽
性」が一番高く，次に「即興力」が挙げられ
ている（大地, 2008）。また「保育現場で必要
とされる音楽能力」のアンケート調査結果で
は，「平易な弾き歌いができること」が一番
高く，次に「楽曲のアレンジ能力」が挙げら
れている（中野・河野, 2012）。また同研究の
自由記述では，子どもの作った歌をメロ
ディーに替えられる力や子ども達が自然と集
まって来るような楽しいリズムを適切に提供
できる能力，少量の練習でもすぐに弾けるこ
との重要性や難しい曲でもコードを利用して
すぐに弾けるアレンジ力，作曲力，編曲力，
移調できる能力などが挙げられている。
これら先行研究の結果を統合すると，保育
現場が保育者に求める音楽能力として演奏技
術，読譜力，リズム感，初見力，コード伴奏，
その場の雰囲気に合わせた即興力，豊かな表
現力など，様々な応用力やアレンジ力が必要
であることが述べられている。中でも「読譜
力」は地道な努力なくしては獲得できないと
されており，『目印音』を決めることで読譜
を早くする取り組み（安藤・藤田・森, 2011）
や，音程での「数的処理」を用いた読譜トレー
ニング（井本, 2012），授業開始時5分間を利
用した「譜読みタイム」の実施（野口・中島, 
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2015）や「プレ楽典」導入による読譜力向上
の取り組み（野口, 2010）など，保育者養成
課程ではさまざまな方法で「読譜力」の育成
が行われている。
保育者養成課程では，卒業時までに幅広い
音楽能力を身に付けることができる指導を検
討・実施していく必要があるものと考えられ
る。
２．目的
本論文の研究対象にあたる音楽制作の授業
では，授業最終日に各自が作詞・作曲した曲
の楽譜提出を義務付けている。楽譜作成を課
しているのには3つの理由がある。一つ目は，
メロディー制作を行う際に浮かんだメロ
ディーを書きとめることができると便利であ
るため。二つ目は，楽譜があることで学生の
作品を把握しやすく，形に残すことで学生自
身の達成感にも繋がると考えられるため。三
つ目は，実習先などから課題として出た曲の
メロディーを学生が理解できずに質問に訪れ
るケースが非常に多く，学生が卒業後に困ら
ないよう「読譜力」を身につけさせたいため
である。
「保育者養成課程における音楽制作Ⅰ」（磯
部, 2018）では作詞に着目して，作詞の取り
組みが保育者に必要とされる「文章力・言語
能力」の育成に役立つことを明らかにした。
Ⅱにあたる本論文では楽譜作成に焦点をあ
て，保育者養成課程において学生自身が作曲
したメロディーや伴奏を記譜していく楽譜作
成を行うことの意義および保育者に求められ
ている音楽能力に効果的な取り組みであるの
か明らかにすることを目的とする。
３．調査方法
⑴　調査対象
筆者の勤務する四年制大学の保育者養成課
程にて音楽制作1に取り組む「演習」を履修
している２年次の学生114名（過去5年度分2
の蓄積データ）を調査対象とし分析を行った。
内訳は2012年度33名，2013年度24名，2014年
度21名，2015年度20名，2017年度16名である。
また学生の音楽経験の割合は，大学入学まで
音楽経験が全くない又はピアノなど鍵盤楽器
のレッスン経験が1年未満の初心者が約2割，
2～3年の経験者が約1割，4～6年の経験者が
約2割，5～9年の経験者が約3割，10年以上の
経験者が約2割であり，例年ほぼ等しい結果
となっている。また本研究の対象者は全員が
1年次より週1回ピアノレッスンを受講してい
る。
⑵　調査手法
アンケート調査および提出楽譜による分析
を行った。アンケートは「読譜力・リズム感
調査アンケート」「童謡の曲目認知度アン
ケート」「授業アンケート⑴⑵」を実施した。
「読譜力・リズム感調査アンケート」および
「童謡の曲目認知度アンケート」は，音楽制
作に取り組む初期の段階（聴音を学習する
前）と後期の段階（聴音を学習した後）に行
い，「授業アンケート⑴⑵」は授業最終日に
実施した。なお，「授業アンケート⑵」は授
業の満足度を正確に測るため多肢選択式で行
い，無記名式3とした。
⑶　調査期間
2012年5月2日～2017年7月26日。「読譜力・
リズム感調査アンケート」および「童謡の曲
目認知度アンケート」は，各年度の3～4回目
1　　 本論文の音楽制作は「作詞・作曲」を示す。
2　　 2016年度は担当していないため省略する。
3　　「読譜力・リズム感調査アンケート」「童謡の
曲目認知度アンケート」「授業アンケート⑴」で
は個人の成長を図る内容が多いため，記名式で
行った。
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と15回目の授業で実施した（Table1参照）。
また「授業アンケート⑴⑵」は各年度の15回
目にてアンケート調査を行った。
Table1．アンケート実施日一覧
　　　　　［ 1度目【聴音学習前】］⇒ ［ 2度目【聴音学習後】］
2012年度　 5月 2日（授業 4回目）⇒ 7 月18日（授業15回目）
2013年度　 5月 1日（授業 4回目）⇒ 7 月17日（授業15回目）
2014年度　 4月23日（授業 3回目）⇒ 7 月16日（授業15回目）
2015年度　 4月22日（授業 3回目）⇒ 7 月22日（授業15回目）
2017年度　 4月26日（授業 3回目）⇒ 7 月26日（授業15回目）
⑷　音楽制作に取り組む「演習」の授業計画
以下に音楽制作に取り組む「演習」の授業
計画4を記載する。音楽制作は受講者の各レ
ベルに応じて指導を行っている。
＜第１回＞
　・オリエンテーション　・リズム遊び①
＜第２回～第４回＞
　・リズム遊び②　・わらべうた
　・リサイクル楽器の制作
　・保育所実習に向けての説明
　・曲（アーティスト）の歌詞分析①
＜第５回＞　*「読譜力・リズム感調査アンケート」
「童謡の曲目認知度アンケート」実施
　・曲（アーティスト）の歌詞分析②
　・基礎的な楽譜の書き方の説明
＜第６回＞
　・歌詞分析の発表（中間試験①）
　・音符の速書き練習①　・聴音①
＜第７回＞
　・歌詞分析の発表（中間試験②）
　・歌詞分析の資料提出
　・音符の速書き練習②　・聴音② 
＜第８回＞　
　・音符の速書き練習③　・聴音③
4　　下線は，授業計画の「音楽制作」に関する内容
部分を示している。
＜第９回＞
　・音符の速書き練習④　・聴音④
　・コードネームや基本的なコード進行の説明
　・メロディーや歌詞制作
＜第10回～第13回＞
　・メロディー制作　・歌詞制作
　・伴奏付け　など
＜第11回～第14回＞
　・音楽制作の完成　・タイトル付け
　・楽譜作成
＜第15回＞　*「読譜力・リズム感調査アンケート」「童
謡の曲目認知度アンケート」「授業アンケート⑴⑵」実施
　・  最終試験（自作の曲を弾き歌い形式にて
発表）
　・楽譜提出
⑸　倫理的配慮
アンケート調査を実施するにあたり，個人
情報保護に関する内容を踏まえて説明を行う
等，金城学院大学論集規定に基づき調査を
行った。
４．「譜読力」調査
まず各学生の「読譜力」を測るため，「読
譜力・リズム感調査アンケート」および「童
謡の曲目認知度アンケート」を実施した。
⑴ 　「読譜力・リズム感調査アンケート」の
具体的内容
「読譜力・リズム感調査アンケート」（Figure1
参照）では，保育者を志す学生に一般的に認
知度の高い童謡を中心に，ハ長調・ヘ長調・
ト長調・ホ短調の♯や♭１つまでの曲を聴音
学習前と学習後に各７問ずつ提示し，曲目又
は歌詞を記入してもらった。タイトル名がわ
からない場合には「音は読めるがリズムがわ
からない」「リズムはわかるが音が読めない」
「メロディーはわかるが曲名や歌詞が出てこ
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ない」「何もわからない」のうち該当するも
のを記述してもらった。問題は，全国保育士
養成協議会主催の保育士試験の保育実習理論
の試験問題形式と同様にメロディーを4小節
単位で提示した。
解答としては，タイトルがあっているもの，
歌詞があっているもの，また読譜ができるか
を重要視しているため「メロディーはわかる
が曲名や歌詞が出てこない」と解答されてい
たものに関しては，個別にメロディーを理解
しているかチェックをし，合っている曲は正
答とした。その他，１度目（聴音学習前）の
調査結果では判断が難しい解答として，「音
もリズムもわかるが，メロディーにならない」
という意見もあった。これは，音やリズムを
縦割りで捉えているためにメロディーになら
ないケースである。メロディーはフレーズ
（横のライン）が大切であり，人は音楽を耳
にする際に約2小節単位のメロディーを一ま
とまりとしてインプットすることが多い。楽
譜作成の取り組みはフレーズ感の習得にも効
果的であるか調査した。
⑵ 　「童謡の曲目認知度アンケート」の具体
的内容
「読譜力・リズム感調査アンケート」での
解答曲に対する認知度を調査するアンケート
で，「歌ったことがある」「弾いたことがある」
「聞いたことがあるだけ」「全く知らない」の
うち，該当するもの全てに○をつけてもらっ
た。また時期を「a.幼児期，b.小学校低学年，
c.小学校中高学年，d.中学校，e.高校，f.大学」 
に分類し，上記の行為を行った時期に該当す
るアルファベット記号を回答してもらい考察
した。
５．「聴音」の取り組み
メロディーや伴奏を記譜していく楽譜作成
の導入として「聴音」を取り入れた。「聴音」
を実施するにあたり大譜表の書き方や音符の
符幹や符尾の向きの説明，拍子や調号の説明，
リズムの説明，楽譜の速書き練習を行った。
⑴　授業内での「聴音」の取り組み
３－⑷で記述した授業計画より「聴音」に
関連する内容を抜粋し，より具体的な授業内
Figure1．「読譜力・リズム感調査アンケート」の問題例
アイアイ
手のひらを太陽に
おばけなんてないさ
しあわせなら手をたたこう
小さい秋みつけた
〈問題例〉
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容を次に記載する 5。各年度「楽譜の早書き
練習」を5曲，「聴音」は6曲実施している。
＜第５回＞　*「読譜力・リズム感調査アンケート」
「童謡の曲目認知度アンケート」 （1度目）実施
　・ 基礎的な楽譜の書き方の説明（大譜表，
拍子記号，符幹や符尾の向き，終止線，
音符の速書き法など）
＜第６回＞　
　・ 音符の速書き練習（1回目）（①「バラが
さいた」ハ長調・4/4拍子）　　
　・ 聴音（1回目）（①ハ長調・4/4拍子・4小
節，②ハ長調・4/4拍子・4小節）
＜第７回＞
　・ 音符の速書き練習（2回目）（②「エーデ
ルワイス」ハ長調・3/4拍子）　
　・ 聴音（2回目）（③ハ長調・4/4拍子・8小
節）
＜第８回＞　
　・ 音符の速書き練習（3回目）（③「一週間」
二短調・2/4拍子）
　・ 聴音（3回目）（④イ短調・3/4拍子・8小
節）
＜第９回＞
　・ 音符の速書き練習（4回目）（④「つばさ
をください」ハ長調・4/4拍子，⑤「一
年中の歌」ハ長調・6/8拍子）
　・ 聴音（4回目）（⑤ハ長調・4/4拍子・8小
節，⑥ト長調・6/8拍子・8小節） 　
＜第15回＞
* 「読譜力・リズム感調査アンケート」「童謡
の曲目認知度アンケート」（2度目），「授業
アンケート⑴⑵」を実施
　・楽譜提出
5　　第1回～第4回，第10回～第14回は「聴音」に関
する内容ではないため省略する。
⑵　楽譜の速書き練習
例年，聴音経験者は15%以下であるため，
聴音時の音符の書き方に慣れる練習として，
ハ長調の曲を中心に様々な拍子の5曲（Table2
参照）のワンフレーズを楽譜の速書き練習に
取り入れている（Figure2参照）。速書き練習
では四分音符や八分音符など黒く塗りつぶす
音符の符頭は五線譜上にまずスラッシュで書
き，符幹や符尾を書いた後に音符の符頭を黒
く塗りつぶすことなど音符を速く書くための
手順を説明しながら行っている。楽譜を書き
あげた後には，音名でメロディーを歌いなが
ら，歌っている音符部分の上を効き手でなぞ
り，もう片方の手で拍子をカウントする動作
を行う。その動作は聴音時の音符を書き留め
ていく動作に共通しており，後に聴音の取り
組みへとスムーズに移行するための訓練でも
ある。
Table2．「楽譜の速書き練習」に用いた曲名一覧
番号 曲名 調性 拍子
① 「バラがさいた」 ハ長調 4/4拍子
② 「エーデルワイス」 ハ長調 3/4拍子
③ 「一週間」 二短調 2/4拍子
④ 「つばさをください」 ハ長調 4/4拍子
⑤ 「一年中の歌」　　　 ハ長調 6/8拍子
Figure2．学生ノート「楽譜の速書き練習」
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⑶　「聴音」の具体的内容
聴音は6曲（Figure3参照）実施した。「ハ
長調」の４分の４拍子のものから始め，小節
数も4小節から8小節に増やしていき，イ短調
やト長調の曲，4分の3拍子や8分の6拍子の曲，
臨時記号を用いる曲をとりあげて行った。ま
た同じハ長調4分の４拍子でも音域を広げた
りするなど難易度を変えるようにした。聴音
の出題は，8小節の曲の場合「8小節→前半4
小節（2回）→8小節→後半4小節（2回）→8小節」
という音大入試などで出題される手順と同じ
形式で実施した。
６．アンケート調査結果
⑴ 　「読譜力・リズム感調査アンケート」に
よる調査結果
Figure4は「読譜力・リズム感調査アンケー
ト」の5年度分の結果を示したもので，グラ
Figure3．出題した聴音問題
Figure4．「聴音」実施前後による読譜力の調査結果
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フは100点満点のうちの平均点を表している。
「聴音」学習前と学習後ではどの年度も正解
率が上がっていることがわかる。また2度目
（聴音学習後）の調査結果では，全ての年度
で聴音習得ラインの85点以上6を上回ること
ができた。その他，1度目（聴音学習前）の
アンケート調査で「音もリズムもわかるが，
メロディーにならない」と解答していた数名
の学生も全員正答率が上がる結果となった。
「聴音」はフレーズ感の習得にも効果がある
と言える。
⑵ 　「童謡の曲目認知度アンケート」による
調査結果
Figure5は1度目（聴音学習前）と2度目（聴
音学習後）のアンケート調査の結果を示して
いる。「おもちゃのチャチャチャ」から「線
6　　7問中6問以上正解を示している。
路は続くよどこまでも」までの計7曲が1度目
のアンケート内容，「あわてんぼうのサンタ
クロース」から「小さい秋みつけた」までの
計7曲が2度目のアンケート内容である。結果
より，１度目と2度目の学生の曲の認知度は
同等レベルといえる。また時期としては，各
項目1～2曲を除いて「歌ったことがある」は
aの幼児期，「弾いたことがある」は fの大学
の時期，そして「聞いたことがあるだけ」は
aの幼児期にほとんど経験しているという共
通点がみられた。
⑶　「授業アンケート⑴」による調査結果
「聴音」の授業を行ったことによる具体的
な変化で各自該当するものを選択してもらっ
た結果，「メロディーが分かるようになった」
と回答した人が43名と一番多く，次に「リズ
ムがとれるようになった」が29名，そして「音
が読みやすくなった」が23名，「特に変わら
Figure5．各曲の認知度調査の結果
??????
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ない」が19名，「混乱するようになった」は
該当者なしという結果となった（Figure6参
照）。
⑷ 　「授業アンケート⑵」による調査結果①
「音楽制作を行うにあたり役に立った授業」
に関する質問では，「①歌詞分析，②聴音の
訓練（楽譜の速書き練習など含む），③拍子
などの説明，④配布したプリント（メロ
ディー制作のためのリズム例），⑤コードネー
ム，⑥配布したプリント（メロディー制作の
ためのコードネームの進行表），⑦その他，
⑧特になし」の８項目の回答例を上げて複数
回答可能としたところ，「②聴音の訓練」を
選んだ人が全体の67％であった。また「聴音
の訓練」が１番役立ったと答えた人は全体の
34%となり，8項目の中でコードネームに次
ぐ2番目に多い数値となった。理由として，
「効率よく楽譜が書けた」「思い浮かんだメロ
ディーを忘れないうちにメモできる」などの
意見があげられた（Table3参照）。
Table3． 音楽制作で「聴音の訓練」が役に立った理
由についての自由記述
F1 とても効率よく楽譜を書くことができたから。
F2 思いついたメロディーがすぐに書けたので良
かったです。
F3 指で拍をとると良いと知って，とても役立ち
ました。
F4 音を聴いてイメージと合うようにするときに
参考になりました。
F5 今までやったことがなく，こんなに楽に楽譜
を作れることに感動したから。
F6 思い浮かんだメロディーを忘れないうちにメ
モできるから。　　　　
⑸ 　「授業アンケート⑵」による調査結果②
次に「聴音の取り組み」に関する感想では，
「楽しかった」が50％を占め，「どちらかとい
えば楽しかった」が26％，「どちらでもない」
が12％「どちらかと言えば楽しくなかった」
が12％，「楽しくなかった」が0％という結果
であった（Figure7参照）。「楽しかった」「ど
ちらかといえば楽しかった」の理由として，
音符を書くことで得られた新たな発見や復習
につながること，また音が正解だった時の嬉
Figure6．聴音の取り組みによる変化についての回答結果
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しい気持ちなどが記述されていた（Table4よ
り，F1 ～ F5参照）。「どちらでもない・どち
らかといえば楽しくなかった」の理由には，
難しいとの意見や，次の旋律が流れてくると
忘れてしまうなどの記述がみられた（Table4
より，F6・F7参照）。
楽しかった
どちらかといえば
楽しかった
どちらでもない
どちらかといえば
楽しくなかった
楽しくなかった
Figure7．「聴音の取り組み」に関する回答結果
Table4．「聴音の取り組み」に関する自由記述
F1 苦手でも少しずつ分かっていくのがうれしかっ
たから。
F2 分かるとおもしろいし「はっ !!」ってなるから。
F3 楽譜を書く勉強になった。忘れていた音楽記号
を思い出せた。
F4 楽譜を書いたり読んだりするのが苦手だったの
で「あーそうやって書くのか」という発見が多
かったため。
F5 当たった時がとてもうれしかったです。しかし，
まちがえると悔しかったです。
F6 聴音は難しいが，できるようになったら楽し
い！
F7 聴いた旋律を書こうとしたとき，流れている次
の旋律を聴いていると忘れる。
⑹　「授業アンケート⑵」による調査結果③
「今後も機会があれば聴音に取り組みたい
かどうか」の質問では，「是非したい」25％，
「できたらしたい」44％，「どちらともいえな
い」19％，「できたらしたくない」12％，「し
たくない」0％という結果となった（Figure8）。
「是非したい」「できたらしたい」の理由には，
ゲーム感覚で楽しいという意見や向上意欲，
また将来に役立つなどの意見があげられ
（Table5，F1～F3参照），「どちらともいえな
い」「できたらしたくない」の理由には，リ
ズムを取る難しさ・記音と実音が異なる他楽
器による影響での難しさなどの意見があげら
れた（Table5，F4～F6参照）。
是非したい
できたらしたい
どちらともいえない
できたらしたくない
したくない
Figure8．今後の聴音の取り組みについての回答結果
Table5．今後の聴音の取り組みについての自由記述
Ｆ1 音を聴いただけでもっと分かるようにしたい
から。
Ｆ2 クイズみたいで面白いから。
Ｆ3 保育の勉強をするうえで役立つと思うため。
Ｆ4 嫌いではないけど音だったりリズムがなかな
かとれないから。
Ｆ5 まだサックスの音にきこえて，ピアノの音程
でとれないので直したい。
Ｆ6 たのしかったけどちょっと難しかったから。
⑺　「授業アンケート⑵」による調査結果④
「音楽制作」の授業の中で「楽しかったこ
と」「大変だったこと」について，それぞれ「①
メロディー制作，②歌詞づけ，③伴奏づけ，
④曲の流れ（構成）を考えること，⑤楽譜作
成，⑥曲の練習，⑦人前での発表，⑧タイト
ルづけ，⑨特になし」の中より該当するもの
を複数回答可能として答えてもらった。
「楽譜作成」を楽しかったと回答した学生
は全体の26%，であり，大変だったと回答し
た学生は45%という結果となった。楽しいと
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答えた学生は，作詞・作曲が楽譜という目に
見える形で完成していくことに喜びを感じて
いることが自由記述よりわかる（Table6参
照）。一方，大変だったと答えた学生は，音
符を書くという慣れない作業や作曲した難し
いリズムを記譜することに苦労した様子が伝
わってくる記述が多くみられた（Table７参
照）。また，「楽しかった」と「大変だった」
の両方に楽譜作成を選んでいる学生は8％み
られた。
Table6． 楽譜制作が「楽しかった」と回答した学生
の自由記述
F1 だんだん自分の歌が完成していくのが楽し
かった。
F2 自分で作ったんだという達成感があったから。
F3 曲ができていくのが目に見えて嬉しかったか
ら，楽しくなってきた。
F4 自分だけのものになっていく感じがしたので。
Table7． 楽譜制作が「大変だった」と回答した学生
の自由記述
F1 歌詞をメロディーと合わせるのが大変でした。
F2 音をうまく書けず，シャープをつけるときの
ルールがしっかりと頭に入っていなかったか
ら。
F3 音符を書くのが大変だったから。
F4 音符を書くのが苦手だから。
F5 五線譜にうまく表せなかった。
F6 書き方がいまいち理解できていなかったから
です。
⑻　「授業アンケート⑵」による調査結果⑤
 音楽制作の授業全体についてのアンケー
ト調査では，「楽しかった」が56％，「どちら
かといえば楽しかった」が28％，「どちらで
もない」が15％，「どちらかといえば楽しく
なかった」が1％，「楽しくなかった」が0％
という結果となった。
楽しかった
どちらかといえば
楽しかった
どちらでもない
どちらかといえば
楽しくなかった
楽しくなかった
Figure9．音楽制作の授業全体についての調査結果
７．まとめと考察
保育者養成課程にて音楽制作に取り組む２
年次114名の学生を対象に，楽譜作成を通し
た音楽能力育成の可能性について調査を行っ
てきた。「聴音」経験者は15％にも満たなかっ
たが，楽譜作成を行う導入として「聴音（楽
譜の速書き練習も含む）」を取り入れた。「聴
音」を行う効果として，第一にリズム感やフ
レーズ感が付くと共に楽譜を見て音程が取れ
るようになる，すなわち『読譜力』がつくこ
と。第二に楽譜の読み書きが早くなることで，
『初見力』の向上にも繋がることが明らかに
なった。
それにしても音楽制作に「聴音」が役立っ
たと答えた学生が67％いること・「聴音」を
楽しいと感じた学生が76％いること・また
「聴音」をしたいと回答した学生が69％いる
ことには意外であった。自由記述より，音当
てゲームのような感覚で楽しく挑戦している
学生が多いことがわかった。その一方で，聴
音に苦手意識のある学生や吹奏楽などで記名
音と実音の音が異なる楽器を担当してきた学
生は苦戦する傾向にあり，その学生たちにど
うアプローチをしていったらよいのか探求し
ていくことが今後の課題でもある。
また「楽譜作成」を楽しいと感じた学生は
複数回答法で26％，大変さを感じた学生は
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45％という結果であり，大変であるが楽し
かったと感じた学生は8％であった。「聴音」
を楽しいと感じた人数に比べると少ない結果
となった。これは聴いた音を書き取る作業の
「聴音」と，頭の中で流れるメロディーを音
とリズムに変換して書き起こす作業の「楽譜
作成」の難易度の差なのかもしれない。楽し
いと感じた学生は，「作曲の進行度合いが目
に見えて嬉しい」「自分で作ったんだという
達成感があったから」という満足感を重視す
る意見が多くみられた。そして最後に，「音
楽制作」の授業自体を楽しいと感じた学生は
84％と高い結果を得ることができた。
以上のことから，保育者養成課程において
「楽譜作成」に取り組むことは，その導入と
して行った「聴音」を通して保育者に求めら
れている音楽能力の主に「読譜力」「リズム
感」「初見力」の育成に役立つことがわかっ
た。また冒頭で述べたように，①浮かんだメ
ロディーをすぐに書きとめることができて便
利であること。②学生が達成感を感じられる
こと。③「読譜力」が身につくことで実習先
などから出た課題曲を把握できるようになる
こと。が明らかになり，筆者が「楽譜作成」
の取り組みを取り入れた狙いにも沿う結果と
なった。
つまり保育者養成課程において「楽譜作
成」を実施することは有意義であると言える。
卒業後に読譜などで行き詰まらないよう，
本論文の取り組みが学生への助けになればと
願う。
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